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1  は  し め  に

我が国の畜産の目標として,EC並の畜産という言葉を

耳にするが,現実はかなり立ちおくれており,今後色々な

面で改善していく必要がある。その一環として,良質牧草

の生産向上をはかり,低コスト粗飼料を確保することが重

要と考えられる。そのためには,牧車が生育している土壌

の性質を把握し,適切な草地維持管理技術を適用するため

の土壌区分を明らかにすることが必要であろうと思われた

ので,その手始めとして宮城県下の公共草地の土壌LX分を

行った。今回の区分は,草地土壌の区分基準がないため

「地力保全基本調査」の基準に準じて行った力今 後,草地

土壌用の分類基準が作成されることを望みたい。

2調 査 方 法

本県の公共草地は,図 1に示すように,国道 4号線沿い

の第二紀層丘陵地や,奥羽山系の黒ボク土 ,北上山系の中
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古生層などに分布している。調麿地点は, 1放牧場当たり,

標高別に高地部 ,中腹部 ,低地部の 3点とし,それぞれ 1

″試抗して,土壌断面を調査した。また,各試抗地点の 1

層 (0～ 5"),2層 (5～ 15")及び 3層 (15～ 25勒 )
から上壌を採取し分析に供した。牧草は土壌調査地点の周

辺から採取して分析した。

3 結 果 の 概 要

(1)土壌区分基準について

地方保全基本調査
l)で
は従来の土壌調査方法一本化され,

①土地の生成 (上壌群,土壌統など),②土地生産力阻害

要因,③阻害要因対策の 3本柱からなる土壌分類基準が定

められている。しかし,この分類基準は,耕地を対象とし

たものであり,表上 (作土)の分類 ,有効上層の分類基準

が草地土壌の区分には不都合に感じられたため,表 1に示

すように修正した。

その他の基準項目は,地力保全基本調査に示す上壌の生産

力阻害要因分級基準によった。

(2)土壌区分について

上壌の堆積様式,腐植含量の有無 ,土色 ,土性などから

表 2に示したように区分された。表層腐植層は,03黒ボク

上群に区分され,上性力斗韻 であるため,全国土壌統の0326

大川口統と壌質の0357日 下部統に区分された。分布は (表

2該当牧場番号と図 1中の番号を照合する)日下部統が蔵

王山系に,対 |口統は,県北の山麓にみられる。

表層腐植層なしは,06褐色森林上群と10黄色土群に大別さ

れ06褐色森体J鮮にでよ06H黒崎統,0618人瓜統に区分され ,

第二紀層の丘陵地に分布している。10黄色土群には1010形

上統に区分された北上山系に分布している。

表3土壌区分毒乞ICIL壌生産力阻害要因を簡略分級式によっ

て示した。なお,大り口統を 2区に区分したのは,表 1の

自然肥沃度 ,養分の豊否に差がみられたため区分した。表

4に土壌区別に,土壌の塩基含量と牧草成分表を示したが ,

生産力阻害要因 (表 3簡略分級式)改善 (土壌改良)牧草

の生産量,品質などの関係については今後の課題と思われる。図 1 公共卓地位置図 (1982年 )
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表 1 生産 力可能 性分 級 基準

注 表土,有効土層の深さの()内は地力保全基本調査に示す分級基準。

表 2 土壌統一覧
土壌統名 腐 植 層 序 土 色 層 序 土 性 該 当 牧 場 番 号

1 大川□ 表 層 腐 植 層 薔量2L3黒 粘  質 1, 6. 27, 29,3

2 曰下部 羊l`  黒 砂 ～壌
3 黒 崎 表層腐績層なし Il: 責褐強粘質 8
4 大  瓜 II: 黄褐粘  質 2,  13, 16, 23
5 岩 屋 il: 贅褐粘‐‐ta質
6 形  上 :l! 費褐強粘質 9.  10

表 4 上壌 区別 含有量

土 壌 区 名

表 3 土壌区一覧
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0 18

016

(1)地方保全基本調査に示す分類基準をそのまま草地上

壌に適用すると,表土のを産力可能性等級がすべてⅢ等級

以下になるおそれがあり,有効土層も下位に分級される傾

向がみられたので分級基準を表 1のように修正したが,こ

の点については,今後検討を加える必要がある。

② その他の生産力 n」能性分級は,地力保全基本.「l査分
類基準に基づいてよぃと考えられたが,これらについても

更に検討を加える必要があろう。また各土壌区に応じた維

持管理技術を確立するための試験研究を推進する必要があ

る。
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